
    

腎臓内科  

《概要》 

腎臓内科は 2000 年 9 月に内科腎臓部門から出発し、その専門性・独立性から 2004 年１月に腎臓内

科が開設された。スタッフは開設当初の 1 人から徐々に増員され 2007 年 4 月には 4 人体制となり、腎

臓内科として充実した診療体制となった。今後も腎疾患診療において地域にとどまらないブランド的役

割を担えるよう、診療・学術研究・教育などあらゆる方面に全力で取り組む考えである。 

 

 

 

 

《実績》 

年 2 回の医師会との勉強会を通して病診・病々連携が充実し、腎臓専門医への早期紹介の必要性・

重要性が認知されている。腎生検数・透析導入患者数（CAPD 患者数）・入院患者数は年々順調に増

加したが、2007 年は周辺地域の医療崩壊の結果として、近隣市民病院からの病々連携が著減したため

患者数が激減した。しかしその後患者数は回復傾向にある。 

血液浄化センタ－において実施された透析件数については、透析ベッド数 11 床ならびに看護師 5

名、臨床工学技士 2 名を考慮すれば、2500～2800 件/年程度は可能と考えられ、その意味でこの数年

間は目標に到達している。 
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